
 

一部改正新旧対照表  

改 正 後 現 行 

第２部 地質調査業務 

第１章 地質調査積算基準 

１－１ （略） 

１－２ 地質調査業務費 

１－２－１ （略） 

１－２－２ 地質調査業務費構成費目の内容 

１ 一般調査業務費

（略）

（１）純調査費

① （略）

② 間接調査費

（略）

ア～ウ （略）

エ 安全費

安全費は、業務における安全対策に要する費用である。

オ～ケ （略）

③ （略）

（２） （略）

２・３ （略）

１－３ （略） 

１－４ 地質調査業務費の積算方法 

（略）

１ （略）

２ 解析等調査業務費

（略）

（１）直接人件費の算出

ア～エ （略）

表１－２～１－３ （略）

表１－４ 試験種目数別の補正係数（総合解析取りまとめ）

試験種目数 ３種以内 ４～５種 ６～９種 

補正係数 1.00 1.20 1.30 

  (注)１．（略）

２．試験種目 

サンプリング、標準貫入試験、動的円錐貫入試験、孔内載荷試験（プレッシャーメータ

試験及びボアホールジャッキ試験）、現場透水試験、岩盤透水試験、間隙水圧試験、スウェ

ーデン式サウンディング、オランダ式二重管コーン貫入試験、ポータブルコーン貫入試験、

三成分コーン試験、電気式静的コーン貫入試験、オートマチックラムサウンディング、物

理的性質試験、化学的性質試験、力学的性質試験、現場単位体積重量試験、平板載荷試験、

現場 CBR 試験等の区分とする。 

第２部 地質調査業務 

第１章 地質調査積算基準 

１－１ （略） 

１－２ 地質調査業務費 

１－２－１ （略） 

１－２－２ 地質調査業務費構成費目の内容 

１ 一般調査業務費

（略）

（１）純調査費

① （略）

② 間接調査費

（略）

ア～ウ （略）

エ 安全費

現場の一般交通に対する交通処理、掲示板、保安柵及び保安灯等や環境保全のための仮

囲いに要する費用とする。

オ～ケ （略）

③ （略）

（２） （略）

２・３ （略）

１－３ （略） 

１－４ 地質調査業務費の積算方法 

（略）

１ （略）

２ 解析等調査業務費

（略）

（１）直接人件費の算出

ア～エ （略）

表１－２～１－３ （略）

表１－４ 試験種目数別の補正係数（総合解析取りまとめ）

試験種目数 ３種以内 ４～５種 ６～９種 

補正係数 1.00 1.20 1.30 

(注)１．（略） 

２．試験種目 

サンプリング、標準貫入試験、動的円錐貫入試験、孔内水平載荷試験、現場透水試験、

岩盤透水試験、間隙水圧試験、スウェーデン式サウンディング、オランダ式二重管コーン

貫入試験、ポータブルコーン貫入試験、三成分コーン試験、電気式静的コーン貫入試験、

オートマチックラムサウンディング、物理的性質試験、化学的性質試験、力学的性質試験、

現場単位体積重量試験、平板載荷試験、現場 CBR 試験等の区分とする。
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（２）～（４） （略） 
 
１－５ 安全費の積算 

   安全費とは、当該地質調査業務を遂行するために安全対策上必要となる経費であり、現場状

況により、以下の（１）又は（２）により算出した額とする。なお、安全対策上必要となる経

費とは、主に現場の一般交通に対する交通処理、掲示板、保安柵、保安灯、環境保全のための

仮囲い等に要する費用のことをいう。 
（１） 交通処理等に係る安全費を算出する業務は、主として現道上で連続的に行われ、かつ、安

全対策が必要となる場合を対象とし、当該地域の安全費率を用いて次式により算出する。 
安全費＝直接調査費×安全費率 
安全費率は表１－５によるものとする。 
 

表１－５ 安全費率 
地域 

 
場所 

大市街地 市街地甲 市街地乙 
都市近郊 その他 

主として現道上 － 10.0％ 9.5％ 4.5％ 

（注）地域区分については、第３部測量業務 第１章測量業務積算 １－３測量業務費の積算方

式１－３－２直接測量費の積算に係る留意事項 ５地域区分を参考とする。 
 （２） （１）によりがたい場合は、現場状況に応じて積み上げ積算により算出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）～（４） （略） 
 
（新設） 
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第２章 地質調査業務の積算の留意事項 
 

第１～第３ （略） 
 

第４ サウンディング及び原位置試験 

 

４－１ （略） 

 
４－１－１ 市場単価が適用できる範囲 

サウンディング及び原位置試験のうち、標準貫入試験、孔内載荷試験（プレッシャーメータ試験

及びボアホールジャッキ試験）、現場透水試験、スウェーデン式サウンディング、機械式コーン（オ

ランダ式二重管コーン）貫入試験、ポータブルコーン貫入試験に適用する。 

 
４－２ （略） 
 

４－３ 市場単価の設定 

 

４－３－１ （略） 
 
４－３－２ 市場価格の規格・仕様区分 

 

    表４－１ サウンディング及び原位置試験の規格区分 
種別・規格 単位 

標準貫入試験 粘性土・シルト 回 
砂・砂質土 〃 
礫混じり土砂 〃 
玉石混じり土砂 〃 
団結シルト・固結粘土 〃 
軟岩 〃 

孔内載荷試験 
（プレッシャーメータ試験及

びボアホールジャッキ試験） 

普通載荷（2.5MN/m2以下）GL-50m 以内 〃 
中圧載荷（2.5～10MN/m2）GL-50m 以内 〃 
高圧載荷（10～20MN/m2） GL-50m 以内 〃 

現場内透水試験 オーガー法  GL-10m 以内 〃 
ケーシング法 GL-10m 以内 〃 
一重管式   GL-20m 以内 〃 
二重管式   GL-20m 以内 〃 
揚水法    GL-20m 以内 〃 

スウェーデン式サウンディン

グ GL-10m 以内 N 値４以内 ｍ 

機械式コーン 
（オランダ式二重管コーン）

貫入試験 

20ｋN  GL-30m 以内 〃 

100ｋN GL-30m 以内 〃 

ポータブルコーン貫入試験 単管式   GL-5m 以内 〃 
二重管式 GL-5m 以内 〃 

   （注）上表以外は、別途計上する。 
 
４－３－３・４－３－４ （略） 
 

４－４ 適用にあたっての留意事項 

１ 孔内載荷試験（プレッシャーメータ試験及びボアホールジャッキ試験）における普通載荷及び

中圧載荷は、測定器がプレシオメーター、ＬＬＴ及びＫＫＴを標準とする。土研式を使用する場

合は、別途計上する。 
 ２～４ （略） 

第２章 地質調査業務の積算の留意事項 
 

第１～第３ （略） 
 

第４ サウンディング及び原位置試験 

 

４－１ （略） 

 
４－１－１ 市場単価が適用できる範囲 

サウンディング及び原位置試験のうち、標準貫入試験、プレッシャーメータ試験（孔内水平載荷

試験）、現場透水試験、スウェーデン式サウンディング、機械式コーン（オランダ式二重管コーン）

貫入試験、ポータブルコーン貫入試験に適用する。 

 
４－２ （略） 
 

４－３ 市場単価の設定 

 

４－３－１ （略） 
 
４－３－２ 市場価格の規格・仕様区分 

 

    表４－１ サウンディング及び原位置試験の規格区分 
種別・規格 単位 

標準貫入試験 粘性土・シルト 回 
砂・砂質土 〃 
礫混じり土砂 〃 
玉石混じり土砂 〃 
団結シルト・固結粘土 〃 
軟岩 〃 

プレッシャーメータ試験 
（孔内水平載荷試験） 

普通載荷（2.5MN/m2以下）GL-50m 以内 〃 
中圧載荷（2.5～10MN/m2）GL-50m 以内 〃 
高圧載荷（10～20MN/m2） GL-50m 以内 〃 

現場内透水試験 オーガー法  GL-10m 以内 〃 
ケーシング法 GL-10m 以内 〃 
一重管式   GL-20m 以内 〃 
二重管式   GL-20m 以内 〃 
揚水法    GL-20m 以内 〃 

スウェーデン式サウンディ

ング GL-10m 以内 N 値４以内 ｍ 

機械式コーン 
（オランダ式二重管コーン）

貫入試験 

20ｋN  GL-30m 以内 〃 

100ｋN GL-30m 以内 〃 

ポータブルコーン貫入試験 単管式   GL-5m 以内 〃 
二重管式 GL-5m 以内 〃 

   （注）上表以外は、別途計上する。 
 
４－３－３・４－３－４ （略） 
 

４－４ 適用にあたっての留意事項 

１ プレッシャーメータ試験（孔内水平載荷試験）における普通載荷及び中圧載荷は、測定器がプ

レシオメーター、ＬＬＴ及びＫＫＴを標準とする。土研式を使用する場合は、別途計上する。 
 

 ２～４ （略） 
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４－５ 日当たり作業量 

  日当たり作業量は、下表を標準とする。 
 
    表４－３ サウンディング及び原位置試験の日当たり作業量 

種別・規格 単位 日当たり作業量 
標準貫入試験 粘性土・シルト 回 12.0 

砂・砂質土 〃 10.0 

礫混じり土砂 〃 8.0 

玉石混じり土砂 〃 7.0 

固結シルト・固結粘土 〃 7.0 

軟岩 〃 7.0 

孔内載荷試験

（プレッシャ

ーメータ試験

及びボアホー

ルジャッキ試

験） 

普通載荷（2.5MN/m2以下）GL-50m 以内 〃 3.0 

中圧載荷（2.5～10MN/m2）GL-50m 以内 〃 2.0 

高圧載荷（10～20MN/m2） GL-50m 以内 〃 2.0 

現場透水試験 オーガー法  GL-10m 以内 〃 2.0 

ケーシング法 GL-10m 以内 〃 2.0 

一重管式   GL-20m 以内 〃 1.0 

二重管式   GL-20m 以内 〃 1.0 

揚水法    GL-20m 以内 〃 1.0 

スウェーデン

式サウンディ

ング 
GL-10m 以内 N 値４以内 ｍ 22.0 

機械式コーン 
（オランダ式

二重管コーン）

貫入試験 

20kN  GL-30m 以内 〃 12.0 

100kN GL-30m 以内 〃 11.0 

ポータブルコ

ーン貫入試験 
単管式   GL-5m 以内 〃 25.0 

二重管式 GL-5m 以内 〃 15.0 

   （注）工期算定等にあたっては、作業条件による補正は行わない。 
 
第５ 現場内小運搬 

（略） 
 

５－１・５－２ （略） 
 
５－３ 市場単価の設定 

 

５－３－１～５－３－３ （略） 
 
５－３－４ 間接調査費の算出 

１ （略） 
 
２ モノレール運搬、索道運搬 

    間接調査費＝設計単価（運搬）×運搬総重量＋設計単価（架設・撤去） 
＋設計単価（機械器具損料）×供用日数 

    設計単価＝標準の市場単価 ただし、機械器具損料は特別調査により別途計上する。 
    供用日数＝架設日数＋調査・試験等作業日数＋撤去日数 
    ※供用日数の算定にあたっては、不稼働係数、年末年始、夏期休暇等の撤去不能期間を考慮

する。 

 

４－５ 日当たり作業量 

  日当たり作業量は、下表を標準とする。 
 
    表４－３ サウンディング及び原位置試験の日当たり作業量 

種別・規格 単位 日当たり作業量 
標準貫入試験 粘性土・シルト 回 12.0 

砂・砂質土 〃 10.0 

礫混じり土砂 〃 8.0 

玉石混じり土砂 〃 7.0 

固結シルト・固結粘土 〃 7.0 

軟岩 〃 7.0 

プレッシャー

メータ試験 
（孔内水平載

荷試験） 

普通載荷（2.5MN/m2以下）GL-50m 以内 〃 3.0 

中圧載荷（2.5～10MN/m2）GL-50m 以内 〃 2.0 

高圧載荷（10～20MN/m2） GL-50m 以内 〃 2.0 

現場透水試験 オーガー法  GL-10m 以内 〃 2.0 

ケーシング法 GL-10m 以内 〃 2.0 

一重管式   GL-20m 以内 〃 1.0 

二重管式   GL-20m 以内 〃 1.0 

揚水法    GL-20m 以内 〃 1.0 

スウェーデン

式サウンディ

ング 
GL-10m 以内 N 値４以内 ｍ 22.0 

機械式コーン 
（オランダ式

二重管コーン）

貫入試験 

20kN  GL-30m 以内 〃 12.0 

100kN GL-30m 以内 〃 11.0 

ポータブルコ

ーン貫入試験 
単管式   GL-5m 以内 〃 25.0 

二重管式 GL-5m 以内 〃 15.0 

   （注）工期算定等にあたっては、作業条件による補正は行わない。 
 
 
第５ 現場内小運搬 

（略） 
 

５－１・５－２ （略） 
 
５－３ 市場単価の設定 

 

５－３－１～５－３－３ （略） 
 
５－３－４ 間接調査費の算出 

１ （略） 
 
２ モノレール運搬、索道運搬 

    間接調査費＝設計単価（運搬）×運搬総重量＋設計単価（架設・撤去） 
＋設計単価（機械器具損料）×供用日数 

    設計単価＝標準の市場単価 ただし、機械器具損料は特別調査により別途計上する。 
    供用日数＝架設日数＋調査・試験等作業日数＋撤去日数 
    ※架設日数は、不稼働係数、年末年始、夏期休暇等の撤去不能期間を考慮する。 
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５－４・５－５ （略） 
 
第６～７ （略） 
 

第８ 解析等調査業務 

 
８－１・８－２ （略） 
 
８－３ 単価の構成と範囲  

１～３ （略） 
 
４ 総合解析取りまとめ 
（１）業務の範囲 

① 調査地周辺の地形・地質の検討 
② 地質調査結果に基づく土質定数の設定 
③ 地盤の工学的性質の検討と支持地盤の設定 
④ 地盤の透水性の検討（現場透水試験や粒度試験等が実施されている場合） 
⑤ 調査結果に基づく基礎形式の検討（具体的な計算を行うものでなく、基礎形式の適用に関

する一般的な比較検討） 
⑥ 設計・施工上の留意点の検討（特に、盛土や切土を行う場合） 
⑦ 報告書の執筆 

   ただし、次のような業務は含まない。 
1） 杭の支持力計算、圧密沈下（沈下量及び沈下時間）計算、応力分布及び地すべり計算等の

具体的な計算業務。 
2） 高度な土質・地質定数の計算と検討、軟弱地盤に対する対策工法の検討、安定解析、液状

化解析、特定の基礎工法や構造物に関する総合的検討。 
3）地質図の作成（別途、地質、地表踏査が必要な場合） 

（２）単価は、コピー代等を含む。 
（３）本単価は、内業単価である。 

 
第９ （略） 

 

５－４・５－５ （略） 
 
第６～７ （略） 
 

第８ 解析等調査業務 
 
８－１・８－２ （略） 
 
８－３ 単価の構成と範囲  

１～３ （略） 
 
４ 総合解析取りまとめ 
（１）業務の範囲 

① 調査地周辺の地形・地質の検討 
② 地質調査結果に基づく土質定数の設定 
③ 地盤の工学的性質の検討と支持地盤の設定 
④ 地盤の透水性の検討（現場透水試験や粒度試験等が実施されている場合） 
⑤ 調査結果に基づく基礎形式の検討（具体的な計算を行うものでなく、基礎形式の適用に関

する一般的な比較検討） 
⑥ 設計・施工上の留意点の検討（特に、盛土や切土を行う場合） 
⑦ 報告書の執筆 

   ただし、次のような業務は含まない。 
① 杭の支持力計算、圧密沈下（沈下量及び沈下時間）計算、応力分布及び地すべり計算等の

具体的な計算業務。 
② 高度な土質・地質定数の計算と検討、軟弱地盤に対する対策工法の検討、安定解析、液状

化解析、特定の基礎工法や構造物に関する総合的検討。 
（新設） 

（２）単価は、コピー代等を含む。 
（３）本単価は、内業単価である。 

 
第９ （略） 
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第３章 地質調査業務標準歩掛 
 

第１ 弾性波探査業務 

 

１－１～３ （略） 

 

１－４ 解析等調査業務費及び直接調査費 

 
１－４－１ 発破法及びスタッキング法標準歩掛（受振点間隔５ｍ） 

 
    解析等調査業務費 

（略） 

 

    直接調査費                       （１km 当たり） 

職 種 

区 分 

直接人件費 

地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 

測 線 設 定 3.9 4.1 12.5 

観 測 4.8 6.2 15.6 

合 計 8.7 10.3 28.1 

   （注）１．～３． （略） 

      ４．測線延長１km 以外の場合は、次式により補正係数を求め標準歩掛（解析等調査業務

費：計画準備～報告書とりまとめ、及び直接調査費：測線設定～観測）に乗ずるもの

とする。 

        調査箇所が同一の場合において、測線長を合計した測線延長と調査箇所が離れてお

り移動に時間を要するときは、測線延長毎に補正係数を算出するものとする。 

なお、測線延長は小数第２位（小数第３位を四捨五入）までを代入し、補正係数は

小数第２位（小数第３位を四捨五入）まで算出するものとする。         

        補正式 

        ｙ＝0.492ｘ＋0.508 

        ｙ：補正係数  ｘ：測線延長(km) 
 
１－４－２ （略） 
 
１－５ 間接調査費 

 

１－５－１ 準備費 

 
発破法                       （１km 当たり） 

職種 

区分 

直接人件費 

地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 
現場準備及び後片付け 3.2 6.2 7.3 

   （注）１．現場準備及び後片付けには、火工所設置撤去、火薬作業申請手続き、地権者交渉、発

破孔埋戻しを含んでいる。 

２．測線延長が１km 以外の場合は、次式より補正係数を求め標準歩掛に乗ずるものとす

る。 

     調査箇所が同一の場合において、測線長を合計した測線延長と調査箇所が離れており

移動に時間を要するときは、測線延長毎に補正係数を算出するものとする。 

なお、測線延長は小数第２位（小数第３位を四捨五入）までを代入する。 

補正式 ｙ＝0.489ｘ＋0.511 

           ｙ：補正係数  ｘ：測線延長（km） 

 

 

 

第３章 地質調査業務標準歩掛 
 

第１ 弾性波探査業務 
 

１－１～３ （略） 

 

１－４ 解析等調査業務費及び直接調査費 

 
１－４－１ 発破法及びスタッキング法標準歩掛（受振点間隔５ｍ） 

 
    解析等調査業務費 

（略） 

 

    直接調査費                       （１km 当たり） 

職 種 

区 分 

直接人件費 

地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 

測 線 設 定 3.9 4.1 12.5 

観 測 4.8 6.2 15.6 

合 計 8.7 10.3 28.1 

   （注）１．～３． （略） 

      ４．測線延長１km 以外の場合は、次式により補正係数を求め標準歩掛（解析等調査業務

費：計画準備～報告書とりまとめ、及び直接調査費：測線設定～観測）に乗ずるもの

とする。 

 

 

        なお、測線延長は小数点以下２位（小数点以下３位を四捨五入）までを代入し、補

正係数は小数点以下２位（小数点以下３位を四捨五入）まで算出するものとする。 

       〔補正式〕 

        ｙ＝0.492ｘ＋0.508 

        ｙ：補正係数  ｘ：測線延長(km) 
 
１－４－２ （略） 
 
１－５ 間接調査費 

 

１－５－１ 準備費 

 
    発破法                         （１km 当たり） 

職種 

区分 

直接人件費 

地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 
現場準備及び後片づけ 3.2 6.2 7.3 

    （注）１．現場準備及び後片づけには、火工所設置撤去、火薬作業申請手続き、地権者交渉、

発破孔埋戻しを含んでいる。 

       ２．測線延長が１km 以外の場合は、次式より補正係数を求め標準歩掛に乗ずるものと

する。 

 

 

 

         補正式 ｙ＝0.489ｘ＋0.511 

             ｙ：補正係数  ｘ：測線延長（km） 
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スタッキング法                    （１km 当たり） 

職種 

区分 

直接人件費 

地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 
現場準備及び後片付け 1.7 2.8 3.6 

（注）１．現場準備及び後片付けには、地権者交渉を含んでいる。 

２．測線延長が 1km 以外の場合は、次式より補正係数を求め標準歩掛に乗ずるものとす

る。 

調査箇所が同一の場合において、測線長を合計した測線延長と調査箇所が離れてお

り移動に時間を要するときは、測線延長毎に補正係数を算出するものとする。 

なお、測線延長は小数第２位（小数第３位を四捨五入）までを代入する。 

        補正式 ｙ＝0.674ｘ＋0.326 

            ｙ：補正係数  ｘ：測線延長（km） 

 
１－６ 打合せ協議 

 

１－６・１－７ （略） 

 

第２～第４ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    スタッキング法                     （１km 当たり） 

職種 

区分 

直接人件費 

地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 
現場準備及び後片づけ 1.7 2.8 3.6 

   （注）１．現場準備及び後片付けには、地権者交渉を含んでいる。 

      ２．測線延長が 1km 以外の場合は、次式より補正係数を求め標準歩掛に乗ずるものとす

る。 

 

 

 

        補正式 ｙ＝0.674ｘ＋0.326 

            ｙ：補正係数  ｘ：測線延長（km） 

 
１－６ 打合せ協議 

 

１－６・１－７ （略） 

 

第２～第４ （略） 
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第３部 測量業務 
 

第１章 測量業務積算基準 
 

１－１・１－２ （略） 
 

１－３ 測量業務費の積算方式 

 

１－３－１・１－３－２ （略） 

 

１－３－３ 安全費の積算について 

（略） 

 

１ 交通誘導員 

   交通誘導員等に係わる安全費を算出する業務は、主として現道上で連続的に行われ、かつ、安

全対策が必要となる場合を対象とし、当該地域の安全費率を用いて次式により算出する。 

    安全費＝｛（直接測量費）－（往復経費）－（その他の安全対策費）－（成果検定費等）｝ 

×（安全費率） 

 

 （注）１ 直接測量費は、安全費を含まない費用である。 

２ 往復経費とは、宿泊を伴う場合で積算上の基地から滞在地までの旅行等に要する費用で

ある。 

３ 成果検定費等には、登記手数料を含む。 

 

安全費率は、表１－３を標準とする。 
 
表１－３ （略） 
 

２ （略） 
 
１－３－４ 技術管理費の積算 

  （略） 

 

１ 精度管理費 

   精度管理費は、精度管理、機械器具の検定に必要な経費であり、直接測量費のうち直接人件費

及び機械経費の合計額に精度管理費係数を乗じて得た額とする。 

     （精度管理費）＝｛（直接人件費）＋（機械経費）｝×（精度管理費係数） 

なお、精度管理費係数は、表１－４によるものとするが、その内容が技術的に極めて高度であ

るとき、又は極めて複雑困難であるときは、5％を超えない範囲で増すことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３部 測量業務 
 

第１章 測量業務積算基準 
 

１－１・１－２ （略） 
 

１－３ 測量業務費の積算方式 

 

１－３－１・１－３－２ （略） 

 

１－３－３ 安全費の積算について 

（略） 

 

１ 交通誘導員 

   交通誘導員等に係わる安全費を算出する業務は、主として現道上で連続的に行われ、かつ、安

全対策が必要となる場合を対象とし、当該地域の安全費率を用いて次式により算出する。 

    安全費＝｛（直接測量費）－（往復経費）－（その他の安全対策費）－（成果検定費）｝ 

×（安全費率） 

 

 （注）１ 直接測量費は、安全費を含まない費用である。 

２ 往復経費とは、宿泊を伴う場合で積算上の基地から滞在地までの旅行等に要する費用で

ある。 

（新設） 

 

安全費率は、表１－３を標準とする。 
 
表１－３ （略） 
 

２ （略） 
 
１－３－４ 技術管理費の積算 

  （略） 

 

１ 精度管理費 

   精度管理費は、精度管理、機械器具の検定に必要な経費であり、直接測量費のうち直接人件費

及び機械経費の合計額に精度管理費係数を乗じて得た額とする。 

     （精度管理費）＝｛（直接人件費）＋（機械経費）｝×（精度管理費係数） 

なお、精度管理費係数は、表１．４によるものとするが、その内容が技術的に極めて高度であ

るとき、又は極めて複雑困難であるときは、5％を超えない範囲で増すことができる。 
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表１－４ 精度管理費係数 
測 量 作 業 種 別 精度管理費 

係 数 
基準点測量 １級基準点測量 0.10 

２級基準点測量 0.09 

３級基準点測量 0.09 

４級基準点測量 0.09 

１級水準測量（レベル等による） 0.09 

２級水準測量（レベル等による） 0.09 

３級水準測量（レベル等による） 0.09 

４級水準測量（レベル等による） 0.09 

応用測量 路線測量、一車線林道測量 0.10 

深浅測量 0.09 

用地測量 0.07 

渓間工測量 0.10 

山腹工測量 0.05 

地形測量 空中写真測量 撮影 

(デジタル) 

標準作業量 100km2 0.05 

標準作業量 1,000km2 0.045 

対空標識の設置 0.03 

標定点測量 0.02 

簡易水準測量 0.05 

同時調整 0.05 

数値図化（地図情報ﾚﾍﾞﾙ 1000） 0.07 

数値図化（地図情報ﾚﾍﾞﾙ 2500） 0.03 

（削る） （削る） 

測線測量 0.05 

現地測量 0.05 

航空レーザー測量（地図情報レベル 1000） 0.03 

（注）１～６ （略） 
 

２ （略） 

    

１－３－５ （略） 

 
１－４ （略） 

表１－４ 精度管理費係数 
測 量 作 業 種 別 精度管理費 

係 数 
基 準

点 測

量 

１級基準点測量 0.10 

２級基準点測量 0.09 

３級基準点測量 0.09 

４級基準点測量 0.09 

１級水準測量（レベル等による） 0.09 

２級水準測量（レベル等による） 0.09 

３級水準測量（レベル等による） 0.09 

４級水準測量（レベル等による） 0.09 

応 用

測量 
路線測量、一車線林道測量 0.10 

深浅測量 0.09 

用地測量 0.07 

渓間工測量 0.10 

山腹工測量 0.05 

地 形

測量 
空中写真測量 撮影 

(デジタル) 
標準作業量 100km2 0.05 

標準作業量 1,000km2 0.045 

対空標識の設置 0.03 

標定点測量 0.02 

簡易水準測量 0.05 

同時調整 0.05 

数値図化（地図情報ﾚﾍﾞﾙ 1000） 0.07 

数値図化（地図情報ﾚﾍﾞﾙ 2500） 0.03 

デジタルオルソ作成 0.02 

測線測量 0.05 

現地測量 0.05 

航空レーザー測量（地図情報レベル 1000） 0.03 

（注）１～６ （略） 
 
２ （略） 

    

１－３－５ （略） 

 
１－４ （略） 
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第２章 測量業務積算基準 

 
第１ （略） 

 

第２ 基準点測量 

 

２－１ 基準点測量 

 

２－１－１ １級基準点測量（新点５点） 

本歩掛の適用範囲は、新点 50 点以下とする。 

直接人件費 

（略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 
費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 8.5%  
 通信運搬費等 1.5%  
 材料費 2.5%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 
２－１－２ ２級基準点測量（新点１０点） 

本歩掛の適用範囲は、新点 35 点以下とする。 

 

直接人件費 

（略） 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
伐採あり 伐採なし 

 機械経費 8.0% 8.5%  
 通信運搬費等 7.5% 2.0%  
 材料費 2.0% 2.5%  

(注) （略） 

 

（参考） （略） 

 

２－１－３ ３級基準点測量（新点２０点） 

本歩掛の適用範囲は、新点 80 点以下とする。 
直接人件費 

  （略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 

直接人件費に対する割合 

備考 伐採あり 伐採なし 
永久標識

設置あり 
永久標識

設置なし 
永久標識

設置あり 
永久標識

設置なし 
 機械経費 2.5% 2.5% 3.0% 3.0%  
 通信運搬費等 4.5% 4.5% 2.0% 2.0%  
 材料費 1.0% 1.0% 1.0% 1.0%  

（注） （略） 

第２章 測量業務積算基準 

 
第１ （略） 

 

第２ 基準点測量 

 

２－１ 基準点測量 

 

２－１－１ １級基準点測量（新点５点） 

本歩掛の適用範囲は、新点 50 点以下とする。 

直接人件費 

（略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 
費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 8.0%  
 通信運搬費等 1.5%  
 材料費 3.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 
２－１－２ ２級基準点測量（新点１０点） 

本歩掛の適用範囲は、新点 35 点以下とする。 

 

直接人件費 

（略） 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
伐採あり 伐採なし 

 機械経費 7.5% 8.0%  
 通信運搬費等 7.5% 2.0%  
 材料費 2.5% 2.5%  

(注) （略） 

 

（参考） （略） 

 

２－１－３ ３級基準点測量（新点２０点） 

本歩掛の適用範囲は、新点 80 点以下とする。 
直接人件費 

  （略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 

直接人件費に対する割合 

備考 伐採あり 伐採なし 
永久標識

設置あり 
永久標識

設置なし 
永久標識

設置あり 
永久標識

設置なし 
 機械経費 2.5% 2.5% 3.0% 3.0%  
 通信運搬費等 4.5% 4.5% 2.0% 2.0%  
 材料費 1.0% 1.0% 1.0% 1.5%  

（注） （略） 
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（参考） （略） 

 

２－１－４ （略） 

 

２－２ 基準点設置 

２－２－１ 基準点設置（新点１０点 地上埋設（普通）） 

  本歩掛は、新点３５点以下とする。 

直接人件費 

  （略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 
費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  
 通信運搬費等 3.5%  
 材料費 15.0%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 

 

２－２－２ 基準点設置（新点１０点 コンクリート杭設置） 

  本歩掛の適用範囲は、新点８０点以下とする。 

直接人件費 

  （略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 
費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.5%  
 通信運搬費等 2.5%  
 材料費 4.5%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 

 
２－３・２－４ （略） 

 

 

 

（参考） （略） 

 

２－１－４ （略） 

 

２－２ 基準点設置 

２－２－１ 基準点設置（新点１０点 地上埋設（普通）） 

  本歩掛は、新点３５点以下とする。 

直接人件費 

  （略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 
費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  
 通信運搬費等 3.5%  
 材料費 15.5%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 

 

２－２－２ 基準点設置（新点１０点 コンクリート杭設置） 

  本歩掛の適用範囲は、新点８０点以下とする。 

直接人件費 

  （略） 
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 
費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.5%  
 通信運搬費等 2.5%  
 材料費 4.0%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 

 
２－３・２－４ （略） 
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第３ 水準測量 

 

３－１ 水準測量 

1 級～4 級水準測量の観測作業に適用する。（水準点設置は、３－２－１及び３－２－２による。） 

 

３－１－１ １級水準測量（レベル等による） 

本歩掛の適用範囲は、1級水準測量 700km 以下とする。 

標準作業量 100km 

 
直接人件費  
（略） 

 
機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 7.5%  
 通信運搬費等 1.0%  
 材料費 1.0%  

（注） （略） 
 
（参考） （略） 

 

３－１－２ ２級水準測量（レベル等による） 

本歩掛の適用範囲は、2級水準測量 100km 以下とする。 
標準作業量 30km 

 
直接人件費  
（略） 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 4.5%  
 通信運搬費等 1.0%  
 材料費 1.0%  

（注） （略） 
 
（参考） （略） 

 

３－１－３ ３級水準測量（レベル等による） 

本歩掛の適用範囲は、3級水準測量 50km 以下とする。 

標準作業量 ５km 

 
直接人件費  
（略） 

 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 3.0%  

 通信運搬費等 1.0%  

 材料費 1.5%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 
 

第３ 水準測量 

 

３－１ 水準測量 

1 級～4 級水準測量の観測作業に適用する。（水準点設置は、３－２－１及び３－２－２による。） 

 

３－１－１ １級水準測量（レベル等による） 

本歩掛の適用範囲は、1級水準測量 700km 以下とする。 

標準作業量 100km 

 

直接人件費  
（略） 

 
機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 6.5%  
 通信運搬費等 1.0%  
 材料費 1.0%  

（注） （略） 
 
（参考） （略） 

 

３－１－２ ２級水準測量（レベル等による） 

本歩掛の適用範囲は、2級水準測量 100km 以下とする。 

標準作業量 30km 

 
直接人件費  
（略） 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 4.0%  
 通信運搬費等 1.0%  
 材料費 1.0%  

（注） （略） 
 
（参考） （略） 

 

３－１－３ ３級水準測量（レベル等による） 

本歩掛の適用範囲は、3級水準測量 50km 以下とする。 

標準作業量 ５km 

 
直接人件費  
（略） 

 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.5%  

 通信運搬費等 1.0%  

 材料費 2.0%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 
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３－１－４ ４級水準測量（レベル等による） 
本歩掛の適用範囲は、4級水準測量 20km 以下とする。 

標準作業量 ２km 

 
直接人件費  
（略） 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.5%  

 通信運搬費等 1.0%  

 材料費 3.5%  

（注） （略） 

 
（参考） （略） 

 
３－２ 水準点設置 

 

３－２－１ 水準点設置（永久標識 標準作業量 8 点） 
本歩掛の適用範囲は、新点 65 点以下とする。 

 
直接人件費 

  （略） 
 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 2.5%  
 通信運搬費等 2.0%  
 材料費 19.5%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 
 

３－２－２ （略） 

 

３－３・３－４ （略） 

３－１－４ ４級水準測量（レベル等による） 
本歩掛の適用範囲は、4級水準測量 20km 以下とする。 

標準作業量 ２km 

 

直接人件費  
（略） 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.0%  

 通信運搬費等 1.0%  

 材料費 4.0%  

（注） （略） 

 
（参考） （略） 

 
３－２ 水準点設置 

 

３－２－１ 水準点設置（永久標識 標準作業量 8 点） 
本歩掛の適用範囲は、新点 65 点以下とする。 

 
直接人件費 

  （略） 
 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 2.0%  
 通信運搬費等 2.0%  
 材料費 20.0%  

（注） （略） 
 

（参考） （略） 
 

３－２－２ （略） 

 

３－３・３－４ （略） 
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第４ 路線測量 

４－１ 作業計画 

 

直接人件費                             （１業務当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助

員 

作業計画 
外           

内 1 1 1   0.6 0.9 0.6   

合計 0.6 0.9 0.6   

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

作業計画 
外       

内 0.6 0.9 0.6   2.1 

合計 0.6 0.9 0.6   2.1 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

（略） 

 

４－２ 現地踏査 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

現地踏査 
外  1 1    1.6 1.4   

内           

合計 1.6 1.4   

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

現地踏査 
外  1.6 1.4   3.0 

内        

合計  1.6 1.4   3.0 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 6.5%  

（注） （略） 

 

 

第４ 路線測量 

４－１ 作業計画 

 

直接人件費                             （１業務当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助

員 

作業計画 
外           

内 1 1 1   0.6 0.8 0.4   

合計 0.6 0.8 0.4   

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

作業計画 
外       

内 0.6 0.8 0.4   1.8 

合計 0.6 0.8 0.4   1.8 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

（略） 

 

４－２ 現地踏査 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

現地踏査 
外  1 1    0.8 0.8   

内           

合計 0.8 0.8   

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

現地踏査 
外  0.8 0.8   1.6 

内        

合計  0.8 0.8   1.6 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 13.0%  

（注） （略） 

 

 

14



（参考） （略） 

 

４－３ 線形決定 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

線形決定 
外           

内 1 1 1   0.4 2.6 2.1   

合計 0.4 2.6 2.1   

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

線形決定 
外       

内 0.4 2.6 2.1   5.1 

合計 0.4 2.6 2.1   5.1 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 0.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 2.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 
４－４ ＩＰ設置測量（クロソイド曲線１箇所、基準点を設置する場合） 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

IP 設置 

測量 

外  1 1 1   1.4 1.4 1.0  

内  1 1    1.2 1.0   

合計  2.6 2.4 1.0  

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

IP 設置 

測量 

外  1.4 1.4 1.0  3.8 

内  1.2 1.0   2.2 

合計  2.6 2.4 1.0  6.0 

 

 

 

 

（参考） （略） 

 

４－３ 線形決定 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

線形決定 
外           

内 1 1 1   0.2 1.4 1.4   

合計 0.2 1.4 1.4   

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

線形決定 
外       

内 0.2 1.4 1.4   3.0 

合計 0.2 1.4 1.4   3.0 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 4.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 
４－４ ＩＰ設置測量（クロソイド曲線１箇所、基準点を設置する場合） 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

IP 設置 

測量 

外  1 1 1   0.8 0.8 0.8  

内  1 1    0.6 0.5   

合計  1.4 1.3 0.8  

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

IP 設置 

測量 

外  0.8 0.8 0.8  2.4 

内  0.6 0.5   1.1 

合計  1.4 1.3 0.8  3.5 
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機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 3.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 

４－５ 中心線測量（クロソイド曲線１箇所、測点間隔 20m） 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

中心線 

測量 

外  1 1 1   2.5 2.8 2.2  

内  1 1 (削る)   1.8 1.8   

合計  4.3 4.6 2.2  

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

中心線 

測量 

外  2.5 2.8 2.2  7.5 

内  1.8 1.8   3.6 

合計  4.3 4.6 2.2  11.1 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.5%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 

４－６ （略） 

 

４－７ 縦断測量 

 

直接人件費                               （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

縦断測量 
外  1 1 1   1.6 1.8 1.4  

内  1 1 1   1.3 1.1 0.5  

合計  2.9 2.9 1.9  

 

 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.5%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 

４－５ 中心線測量（クロソイド曲線１箇所、測点間隔 20m） 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

中心線 

測量 

外  1 1 1   2.2 2.4 2.1  

内  1 1 1   0.6 0.9   

合計  2.8 3.3 2.1  

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

中心線 

測量 

外  2.2 2.4 2.1  6.7 

内  0.6 0.9   1.5 

合計  2.8 3.3 2.1  8.2 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 3.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 8.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 

４－６ （略） 

 

４－７ 縦断測量 

 

直接人件費                               （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

縦断測量 
外  1 1 1   1.4 1.5 1.5  

内  1 1 1   0.7 0.7 0.4  

合計  2.1 2.2 1.9  
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作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

縦断測量 
外  1.6 1.8 1.4  4.8 

内  1.3 1.1 0.5  2.9 

合計  2.9 2.9 1.9  7.7 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 3.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 

４－８ 横断測量（クロソイド曲線１箇所、測点間隔 20m） 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

横断測量 
外  1 1 1   6.4 7.2 5.3  

内  1 1 1   3.9 3.4 1.5  

合計  10.3 10.6 6.8  

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

横断測量 
外  6.4 7.2 5.3  18.9 

内  3.9 3.4 1.5  8.8 

合計  10.3 10.6 6.8  27.7 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 3.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

縦断測量 
外  1.4 1.5 1.5  4.4 

内  0.7 0.7 0.4  1.8 

合計  2.1 2.2 1.9  6.2 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 4.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 

 

４－８ 横断測量（クロソイド曲線１箇所、測点間隔 20m） 

 

直接人件費                            （標準作業量１km） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

横断測量 
外  1 1 1   5.6 6.3 6.0  

内  1 1 1   2.2 3.1 1.7  

合計  7.8 9.4 7.7  

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

横断測量 
外  5.6 6.3 6.0  17.9 

内  2.2 3.1 1.7  7.0 

合計  7.8 9.4 7.7  24.9 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 2.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 3.5%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 
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４－９ 路線測量作業の変化率 

 路線測量作業の変化率は、表４－１変化率適用表に示す各測量作業別の該当変化率を適用する。 

 作業量の増減については、標準作業量に対する比例計算による。 

 

表４－１ 変化率適用表 

種類 

 

区分 

①地形 

 

表 4-2 

②測点間

隔 

表 4-3 

③測点幅

測点間隔 

表 4-4 

④交通量 

 

表 4-5 

⑤曲線数 

 

表 4-6 

変化率適用方法 

測量単価＝標準単

価× 

{1 ＋ ( 変 化 率 の

和)} 

全体計画       

現地踏査 ○   ○  1＋(①＋④) 

線形決定 ○     1＋(①) 

IP 設置測量 ○   ○ ○ 1＋(①＋④＋⑤) 

中心線測量 ○ ○  ○ ○ 1＋(①＋②＋④＋

⑤) 

仮 BM 設置 

測量 

３－１水準測量を適用する。 

縦断測量 ○   ○  1＋(①＋④) 

横断測量 ○  ○ ○ ○ 1＋(①＋③＋④＋

⑤) 

(削る) （削る）   （削る）  （削る） 

 

  表４－２～４－６ （略） 

 

４－10～４－11 （略） 

 

４－９ 路線測量作業の変化率 

 路線測量作業の変化率は、表４－１変化率適用表に示す各測量作業別の該当変化率を適用する。 

 作業量の増減については、標準作業量に対する比例計算による。 

 

表４－１ 変化率適用表 

種類 

 

区分 

①地形 

 

表 4-2 

②測点間

隔 

表 4-3 

③測点幅

測点間隔 

表 4-4 

④交通量 

 

表 4-5 

⑤曲線数 

 

表 4-6 

変化率適用方法 

測量単価＝標準単

価× 

{1 ＋ ( 変 化 率 の

和)} 

全体計画       

現地踏査 ○   ○  1＋(①＋④) 

線形決定 ○     1＋(①) 

IP 設置測量 ○   ○ ○ 1＋(①＋④＋⑤) 

中心線測量 ○ ○  ○ ○ 1＋(①＋②＋④＋

⑤) 

仮 BM 設置 

測量 

３－１水準測量を適用する。 

縦断測量 ○   ○  1＋(①＋④) 

横断測量 ○  ○ ○ ○ 1＋(①＋③＋④＋

⑤) 

用地幅杭 

設置測量 
○   ○  

1＋(①＋④) 

 

  表４－２～４－６ （略） 

 

４－10～４－11 （略） 
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第５ 用地測量 

 

５－１ 用地測量 

５－１－１ 作業計画 

 １ （略） 

 

２ 現地踏査 

  （略） 

 

直接人件費 
 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 1.5%  
 通信運搬費等 －  
 材料費 4.0%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 
 

５－１－２ 資料調査 

１ （略） 

 
２ 地積測量図転写（地積測量図のみの転写） 

 

直接人件費  

（略）                            
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 0.5%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 
 
３～５ （略） 
 

５－１－３ （略） 
 

５－１－４ 用地幅杭設置測量 

 

直接人件費  
  （略） 
 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 3.0%  
 通信運搬費等 －  
 材料費 6.5%  

（注） （略） 
 

第５ 用地測量 

 

５－１ 用地測量 

５－１－１ 作業計画 

 １ （略） 

 

２ 現地踏査 

  （略） 

 

直接人件費 
 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 1.0%  
 通信運搬費等 －  
 材料費 4.5%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 
 

５－１－２ 資料調査 

１ （略） 

 
２ 地積測量図転写（地積測量図のみの転写） 

 

直接人件費  

（略）                            
 

機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.0%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 0.5%  

（注） （略） 

 

（参考） （略） 
 
 ３～５（略） 

 

５－１－３ （略） 
 

５－１－４ 用地幅杭設置測量 

 

直接人件費  
  （略） 
 
機械経費、通信運搬費等、材料費 

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 
 機械経費 2.5%  
 通信運搬費等 －  
 材料費 6.5%  

（注） （略） 
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（参考） （略） 

 

５－１－５・５－１－６ （略） 

 

５－２ （略） 

 

５－３ 保安林調査 

（1km 当たり） 

作業内容等 
単 

位 

原 本 作 成 複製（1 部）作成 

直接人件費 労務費 直接人件費 労務費 

主任技師 技師 技師補 助手 図工 技師補 助手 図工 

現況写真・整理 人   0.10 0.20 0.50  0.10 0.50 

計画準備、資料収集 人 0.30 0.10 0.20      

計画書等作成          

 事 業 計 画 書 人 0.10  0.50  0.50   0.10 

 工 事 工 程 表 人   0.10 0.20    0.10 

 工 事 設 計 書 人  0.10 0.20 0.20 0.10   0.10 

 土 量 計 算 書 人   0.10 0.30 0.50   0.10 

 代替施設設計 

計 画 書 
人   0.30  0.30    

 代替施設工程表 人   0.10 0.20    0.10 

 流 量 計 算 書 人   0.10 0.20 0.20    

申請書作成          

 申 請 理 由 書 人 0.10  0.50  0.50  0.10 0.10 

図面作成          

 位 置 図 人   0.10 0.10 0.20   0.10 

 保安林解除調査

地 区 図 
人   0.50 0.50 0.50  0.10 0.20 

 事 業 計 画 図 人  0.10 0.50 0.50 1.00   0.50 

 全 体 計 画 図 人    0.10 0.30   0.20 

 実 施 設 計 図 

（ 縦 断 図 ） 
人    0.10 0.10   0.10 

 実 施 設 計 図 

（ 横 断 図 ） 
人    0.20 0.50   0.20 

 実 施 設 計 図 

（ 定 規 図 ） 
人   0.10 0.10 0.30   0.10 

 実 施 設 計 図 

（ 構 造 図 ） 
人    0.20 0.20   0.20 

 保安林解除図 人    0.30 0.40   0.30 

 集 水 区 域 図 人    0.10 0.20   0.10 

 残 土 処 理 場 

（ 平 面 図 ） 
人    0.20 0.50   0.20 

 残 土 処 理 場 

（ 縦 断 図 ） 
人     0.10   0.10 

 残 土 処 理 場 

（ 横 断 図 ） 
人    0.10 0.50   0.10 

 
（削る） (削る)         

 求 積 図 及 び 

面 積 計 算 書 
人   0.50 0.50 1.00  0.10 0.20 

製本・取りまとめ 人   0.10 0.20 0.20  0.10 0.20 

照  査 人 0.10     0.10   

（参考） （略） 

 

５－１－５・５－１－６ （略） 

 

５－２ （略） 

 

５－３ 保安林調査 

（1km 当たり） 

作業内容等 
単 

位 

原 本 作 成 複製（1 部）作成 

直接人件費 労務費 直接人件費 労務費 

主任技師 技師 技師補 助手 図工 技師補 助手 図工 

現況写真・整理 人   0.10 0.20 0.50  0.10 0.50 

計画準備、資料収集 人 0.30 0.10 0.20      

計画書等作成          

 事 業 計 画 書 人 0.10  0.50  0.50   0.10 

 工 事 工 程 表 人   0.10 0.20    0.10 

 工 事 設 計 書 人  0.10 0.20 0.20 0.10   0.10 

 土 量 計 算 書 人   0.10 0.30 0.50   0.10 

 代替施設設計 

計 画 書 
人   0.30  0.30    

 代替施設工程表 人   0.10 0.20    0.10 

 流 量 計 算 書 人   0.10 0.20 0.20    

申請書作成          

 申 請 理 由 書 人 0.10  0.50  0.50  0.10 0.10 

図面作成          

 位 置 図 人   0.10 0.10 0.20   0.10 

 保安林解除調査

地 区 図 
人   0.50 0.50 0.50  0.10 0.20 

 事 業 計 画 図 人  0.10 0.50 0.50 1.00   0.50 

 全 体 計 画 図 人    0.10 0.30   0.20 

 実 施 設 計 図 

（ 縦 断 図 ） 
人    0.10 0.10   0.10 

 実 施 設 計 図 

（ 横 断 図 ） 
人    0.20 0.50   0.20 

 実 施 設 計 図 

（ 定 規 図 ） 
人   0.10 0.10 0.30   0.10 

 実 施 設 計 図 

（ 構 造 図 ） 
人    0.20 0.20   0.20 

 保安林解除図 人    0.30 0.40   0.30 

 集 水 区 域 図 人    0.10 0.20   0.10 

 残 土 処 理 場 

（ 平 面 図 ） 
人    0.20 0.50   0.20 

 残 土 処 理 場 

（ 縦 断 図 ） 
人     0.10   0.10 

 残 土 処 理 場 

（ 横 断 図 ） 
人    0.10 0.50   0.10 

 残 土 処 理 場 

（施設構造図） 
人         

 求 積 図 及 び 

面 積 計 算 書 
人   0.50 0.50 1.00  0.10 0.20 

製本・取りまとめ 人   0.10 0.20 0.20  0.10 0.20 

照  査 人 0.10     0.10   

20



（注） （略） 

 

５－４ （略） 

 

第６ （略） 

（注） （略） 

 

５－４ （略） 

 

第６ （略） 
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第７ 山地治山等測量 

 

７－１ （略） 

 

７－２ 渓間工測量 

７－２－１ 渓間工測量歩掛の構成 

 

打合せ協議（第１ １－１打合せ協議） 

踏査選点 

渓間工測量歩掛の構成    中心線測量 

縦断測量 

横断測量 

構造物計画位置横断測量 

 

７－２－２ 渓間工測量業務の内容 

  渓間工は下表の測量を行うことを原則とする。 

種 別 作業内容 

中心線測量 

 トータルステーションを使用し、渓床の主要点及び中心部の位置を多角

方式により測量し、渓床・渓岸の現況、各種構造物等の位置が明らかにな

るよう測量する。 

（削る） 

 

（削る） 

 

縦断測量 

 レベル又はトータルステーションを使用し、中心線測量で設置した測

点、渓床勾配の変化点等の地盤高及び既設構造物の高さ等について測量す

る。測量は往復とする。 

（削る） 

 

 

（削る） 

 

 

横断測量 

 トータルステーション又はレベルとポケットコンパスを使用し、縦断測

量の測点を基点として、中心線に対して直角方向の地形の変化点及び設計

上必要な地点の地盤高を測量する。 

（削る） （削る） 

構造物計画位置 

横断測量 

 トータルステーション又はレベルとポケットコンパスを使用し、構造物

計画位置及び地形の変化点の地盤高を詳細に測量し、併せて土量計算の区

分に必要な土質区分を行う。 

 

７－２－３ 渓間工測量歩掛 

 

１・２ （略） 

 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７ 山地治山等測量 

 

７－１ （略） 

 

７－２ 渓間工測量 

７－２－１ 渓間工測量歩掛の構成 

 

打合せ協議（第１ １－１打合せ協議） 

踏査選点 

渓間工測量歩掛の構成    中心線測量（又は簡易中心線測量） 

縦断測量（又は簡易縦断測量） 

横断測量（又は簡易横断測量） 

構造物計画位置横断測量 

 

７－２－２ 渓間工測量業務の内容 

 （新設） 

種 別 作業内容 

中心線測量 

 トータルステーションを使用し、渓床の主要点及び中心部の位置を多角

方式により測量し、渓床・渓岸の現況、各種構造物等の位置が明らかにな

るよう測量する。 

簡易中心線測量 
 ポケットコンパス等を使用し、渓床の主要点及び中心部の位置を測量

し、渓床・渓岸の現況、各種構造物等の位置が明らかになるよう測量する。 

縦断測量 

 レベル又はトータルステーションを使用し、中心線測量で設置した測

点、渓床勾配の変化点等の地盤高及び既設構造物の高さ等について測量す

る。測量は往復とする。 

簡易縦断測量 

 ポケットコンパス等を使用し、中心線測量で設置した測点、渓床勾配の

変化点等の地盤高及び既設構造物の高さ等について測量する。測量は片道

とする。 

横断測量 

 トータルステーション又はレベルとポケットコンパスを使用し、縦断測

量の測点を基点として、中心線に対して直角方向の地形の変化点及び設計

上必要な地点の地盤高を測量する。 

簡易横断測量  ポケットコンパス等を使用し、ダム堆砂量等の簡易な横断測量を行う。 

構造物計画位置 

横断測量 

 トータルステーション又はレベルとポケットコンパスを使用し、構造物

計画位置及び地形の変化点の地盤高を詳細に測量し、併せて土量計算の区

分に必要な土質区分を行う。 

 

７－２－３ 渓間工測量歩掛 

 

１・２ （略） 

 

３ 簡易中心線測量 

直接人件費 

                            （標準作業量：１km 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測

量

主

任

技

師 

測

量

技

師 

測

量

技

師

補 

測

量

助

手 

測

量

補

助

員 

測

量 

主

任 

技

師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助

員 

簡易中心線測量 外  1 1 2 2  0.98 1.19 1.19 1.19 

内  1 1    0.49 0.56   
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３ 縦断測量 

 （略） 

 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計  1.47 1.75 1.19 1.19 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易中心

線測量 

外  0.98 1.19 2.38 2.38 6.93 

内  0.49 0.56   1.05 

合 計  1.47 1.75 2.38 2.38 7.98 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

 (注)１．簡易中心線測量は、精度管理費の対象としない。 

   ２．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

３．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

（参考）機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 1.19  

ライトバン 1,500cc 〃 1.19 供用日損料 

〃 〃 台時 2.38 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 6.2 2.6ℓ×2.38h 

木杭、雑品等  式 1  

 

４ 縦断測量 

 （略） 

 

５ 簡易縦断測量 

直接人件費  

                             （標準作業量：１km 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易縦断

測量 

外   1 2 2   0.51 0.51 0.45 

内  1 1 2   0.28 0.42 0.42  

合 計  0.28 0.93 0.93 0.45 
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４ 横断測量 

 （略） 

 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業区分 内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易縦断

測量 

外   0.51 1.02 0.9 2.43 

内  0.28 0.42 0.84  1.54 

合 計  0.28 0.93 1.86 0.9 3.97 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．成果品は、縦断面図とし、縮尺は水平 1/1,000、垂直 1/500 を標準とする。 

   ２．簡易縦断測量は、精度管理費の対象としない。 

   ３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

（参考）機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 0.51  

ライトバン 1,500cc 〃 0.51 供用日損料 

〃 〃 台時 1.02 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 2.7 2.6ℓ×1.02h 

雑品等  式 1  

 

６ 横断測量 

 （略） 

 

７ 簡易横断測量 

直接人件費 

                             （標準作業量：１km 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易横断

測量 

外  1 1 1 3  0.20 1.14 1.14 1.14 

内  1 1 1   0.12 0.55 0.55  

合 計  0.32 1.69 1.69 1.14 
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５ 構造物計画位置横断測量  

（略） 

 

６ 平面図作成 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易横断

測量 

外  0.20 1.14 1.14 3.42 5.90 

内  0.12 0.55 0.55  1.22 

合 計  0.32 1.69 1.69 3.42 7.12 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

(注)１．成果品は、横断面図とし、縮尺は、1/100～1/200 を標準とする。 

   ２．簡易横断測量は、精度管理費の対象としない。 

   ３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

（参考）機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 1.14  

ライトバン 1,500cc 〃 1.14 供用日損料 

〃 〃 台時 2.28 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 5.9 2.6ℓ×2.28h 

木杭、雑品等  式 1  

 

８ 構造物計画位置横断測量 

 （略） 

 

９ 平面図作成 

（略） 
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７－２－４ 簡易渓間工測量歩掛（参考歩掛） 

 

 １ 簡易渓間工測量業務の内容 

種 別 作業内容 

簡易中心線測量 
 ポケットコンパス等を使用し、渓床の主要点及び中心部の位置を測量

し、渓床・渓岸の現況、各種構造物等の位置が明らかになるよう測量する。 

簡易縦断測量 

 ポケットコンパス等を使用し、中心線測量で設置した測点、渓床勾配の

変化点等の地盤高及び既設構造物の高さ等について測量する。測量は片道

とする。 

簡易横断測量  ポケットコンパス等を使用し、ダム堆砂量等の簡易な横断測量を行う。 

 

２ 簡易中心線測量 

直接人件費 

                              （標準作業量：１km 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測

量

主

任

技

師 

測

量

技

師 

測

量

技

師

補 

測

量

助

手 

測

量

補

助

員 

測

量 

主

任 

技

師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助

員 

簡易中心線測量 外  1 1 2 2  0.98 1.19 1.19 1.19 

内  1 1    0.49 0.56   

合 計  1.47 1.75 1.19 1.19 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易中心

線測量 

外  0.98 1.19 2.38 2.38 6.93 

内  0.49 0.56   1.05 

合 計  1.47 1.75 2.38 2.38 7.98 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

 (注)１．簡易中心線測量は、精度管理費の対象としない。 

   ２．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

３．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 
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機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 1.19  

ライトバン 1,500cc 〃 1.19 供用日損料 

〃 〃 台時 2.38 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 6.2 2.6ℓ×2.38h 

木杭、雑品等  式 1  

 

 

３ 簡易縦断測量 

直接人件費  

                             （標準作業量：１km 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易縦断

測量 

外   1 2 2   0.51 0.51 0.45 

内  1 1 2   0.28 0.42 0.42  

合 計  0.28 0.93 0.93 0.45 

 

作業区分 内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易縦断

測量 

外   0.51 1.02 0.9 2.43 

内  0.28 0.42 0.84  1.54 

合 計  0.28 0.93 1.86 0.9 3.97 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．成果品は、縦断面図とし、縮尺は水平 1/1,000、垂直 1/500 を標準とする。 

   ２．簡易縦断測量は、精度管理費の対象としない。 

   ３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 
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機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 0.51  

ライトバン 1,500cc 〃 0.51 供用日損料 

〃 〃 台時 1.02 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 2.7 2.6ℓ×1.02h 

雑品等  式 1  

 

４ 簡易横断測量 

直接人件費 

                             （標準作業量：１km 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易横断

測量 

外  1 1 1 3  0.20 1.14 1.14 1.14 

内  1 1 1   0.12 0.55 0.55  

合 計  0.32 1.69 1.69 1.14 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易横断

測量 

外  0.20 1.14 1.14 3.42 5.90 

内  0.12 0.55 0.55  1.22 

合 計  0.32 1.69 1.69 3.42 7.12 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

(注)１．成果品は、横断面図とし、縮尺は、1/100～1/200 を標準とする。 

   ２．簡易横断測量は、精度管理費の対象としない。 

   ３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 
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機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 1.14  

ライトバン 1,500cc 〃 1.14 供用日損料 

〃 〃 台時 2.28 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 5.9 2.6ℓ×2.28h 

木杭、雑品等  式 1  

 

７－２－５ （略） 

 

７－３ 山腹工測量 

 

７－３－１ 山腹工歩掛の構成 

 

打合せ協議（第 1 1－1 打合せ協議） 

踏査選点 

山腹工測量歩掛の構成    山腹平面測量 

山腹縦断測量 

山腹横断測量 

 

 

７－３－２ 山腹工測量業務の内容 

  山腹工は下表の測量を行うことを原則とする。 

種  別 山 腹 工 測 量 業 務 の 内 容 

山 腹 平 面 測 量 

 トータルステーションを使用し、崩壊地の周囲に測点を設けて測量

し、併せて基礎工・緑化工等の数量、面積の算出及び工種配置のための

区画測量を行う。 

（削る） 

（削る） 

 

 

山 腹 縦 断 測 量 

 レベル又はトータルステーションを使用し、崩壊地の下部に基準点を

設け、主要な縦断面の地形の変化点、構造物の計画位置及びのり切計画

位置等に測点を設けて測量を行う。 

（削る） （削る） 
 

山 腹 横 断 測 量 

 トータルステーション又はレベルとポケットコンパスを使用し、縦断

測の測点を基準として、構造物の計画位置及びのり切計画位置等につい

て測量を行う。 

（削る） （削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－２－４ （略） 

 

７－３ 山腹工測量 

 

７－３－１ 山腹工歩掛の構成 

 

打合せ協議（第 1 1－1 打合せ協議） 

踏査選点 

山腹工測量歩掛の構成    山腹平面測量（又は簡易山腹平面測量） 

山腹縦断測量（又は簡易山腹縦断測量） 

山腹横断測量（又は簡易山腹横断測量） 

 

 

７－３－２ 山腹工測量業務の内容 

（新設） 

種  別 山 腹 工 測 量 業 務 の 内 容 

山 腹 平 面 測 量 

 トータルステーションを使用し、崩壊地の周囲に測点を設けて測量

し、併せて基礎工・緑化工等の数量、面積の算出及び工種配置のための

区画測量を行う。 

簡易山腹平面測量 

 ポケットコンパス等を使用し、崩壊地の周囲に測点を設けて測量し、

併せて基礎工・緑化工等の数量、面積の算出及び工種配置のための区画

測量を行う。 

山 腹 縦 断 測 量 

 レベル又はトータルステーションを使用し、崩壊地の下部に基準点を

設け、主要な縦断面の地形の変化点、構造物の計画位置及びのり切計画

位置等に測点を設けて測量を行う。 

簡易山腹縦断測量 
 ポケットコンパス等を使用し、主要な縦断面の地形の変化点、構造物

の計画位置及びのり切計画位置等に測点を設けて測量を行う。 

山 腹 横 断 測 量 

 トータルステーション又はレベルとポケットコンパスを使用し、縦断

測の測点を基準として、構造物の計画位置及びのり切計画位置等につい

て測量を行う。 

簡易山腹横断測量  ポケットコンパス等を使用し、簡易な構造物等の横断測量を行う。 
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７－３－３ 山腹工測量歩掛 

１・２ （略） 

 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－３－３ 山腹工測量歩掛 

１・２ （略） 

 

３ 簡易山腹平面測量 

直接人件費 

                             （標準作業量：１ha 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易山腹

平面測量 

外   1 1 2   2.0 2.0 2.0 

内  1 1 1   0.3 1.0 1.0  

合 計  0.3 3.0 3.0 2.0 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易山腹

平面測量 

外   2.0 2.0 4.0 8.0 

内  0.3 1.0 1.0  2.3 

合 計  0.3 3.0 3.0 4.0 10.3 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．周囲測量のみの場合は、本表歩掛の 70%とする。 

２．簡易山腹平面測量は、精度管理費の対象としない。 

３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

 

 

（参考）機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 2.0  

ライトバン 1,500cc 〃 2.0 供用日損料 

〃 〃 台時 4.0 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 10.4 2.6ℓ×4.0h 

木杭、雑品等  式 1  
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３ 山腹縦断測量 

 （略） 

 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 山腹縦断測量 

 （略） 

 

５ 簡易山腹縦断測量 

直接人件費 

                            （標準作業量：100m 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易山腹

縦断測量 

外   1 2 2   0.20 0.20 0.20 

内  1 1 1   0.07 0.15 0.15  

合 計  0.07 0.35 0.35 0.20 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易山腹

縦断測量 

外   0.20 0.40 0.40 1.00 

内  0.07 0.15 0.15  0.37 

合 計  0.07 0.35 0.55 0.40 1.37 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．成果品は、縦断面図とし、縮尺は 1/100～1/500 を標準とする。 

    ２．簡易山腹縦断測量は、精度管理費の対象としない。 

３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

（参考）機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 0.20  

ライトバン 1,500cc 〃 0.20 供用日損料 

〃 〃 台時 0.40 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 1.0 2.6ℓ×0.4h 

木杭、雑品等  式 1  
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４ 山腹横断測量 

 （略） 

 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 平面図作成 

 （略） 

 

 

 

６ 山腹横断測量 

 （略） 

 

７ 簡易山腹横断測量 

直接人件費 

                            （標準作業量：１横断当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易山腹

横断測量 

外   1 1 1   0.1 0.1 0.1 

内   1 1    0.1 0.1  

合 計   0.2 0.2 0.1 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易山腹

横断測量 

外   0.1 0.1 0.1 0.3 

内   0.1 0.1  0.2 

合 計   0.2 0.2 0.1 0.5 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．成果品は横断面図とし、縮尺は、1/100 を標準とする。 

    ２．簡易山腹横断測量は、精度管理費の対象としない。 

    ３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

（参考）機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 0.1  

ライトバン 1,500cc 〃 0.1 供用日損料 

〃 〃 台時 0.2 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 0.5 2.6ℓ×0.2h 

木杭、雑品等  式 1  

 

８ 平面図作成 

 （略） 
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７－３－４ 簡易山腹工測量歩掛（参考歩掛） 

 

 １ 簡易山腹工測量業務の内容 

種  別 山 腹 工 測 量 業 務 の 内 容 

簡易山腹平面測量 

 ポケットコンパス等を使用し、崩壊地の周囲に測点を設けて測量し、

併せて基礎工・緑化工等の数量、面積の算出及び工種配置のための区画

測量を行う。 

簡易山腹縦断測量 
 ポケットコンパス等を使用し、主要な縦断面の地形の変化点、構造物

の計画位置及びのり切計画位置等に測点を設けて測量を行う。 

簡易山腹横断測量  ポケットコンパス等を使用し、簡易な構造物等の横断測量を行う。 

 

２ 簡易山腹平面測量 

直接人件費 

                             （標準作業量：１ha 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易山腹

平面測量 

外   1 1 2   2.0 2.0 2.0 

内  1 1 1   0.3 1.0 1.0  

合 計  0.3 3.0 3.0 2.0 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易山腹

平面測量 

外   2.0 2.0 4.0 8.0 

内  0.3 1.0 1.0  2.3 

合 計  0.3 3.0 3.0 4.0 10.3 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．周囲測量のみの場合は、本表歩掛の 70%とする。 

２．簡易山腹平面測量は、精度管理費の対象としない。 

３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 
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機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 2.0  

ライトバン 1,500cc 〃 2.0 供用日損料 

〃 〃 台時 4.0 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 10.4 2.6ℓ×4.0h 

木杭、雑品等  式 1  

 

３ 簡易山腹縦断測量 

直接人件費 

                            （標準作業量：100m 当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易山腹

縦断測量 

外   1 2 2   0.20 0.20 0.20 

内  1 1 1   0.07 0.15 0.15  

合 計  0.07 0.35 0.35 0.20 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易山腹

縦断測量 

外   0.20 0.40 0.40 1.00 

内  0.07 0.15 0.15  0.37 

合 計  0.07 0.35 0.55 0.40 1.37 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．成果品は、縦断面図とし、縮尺は 1/100～1/500 を標準とする。 

    ２．簡易山腹縦断測量は、精度管理費の対象としない。 

３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 
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機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 0.20  

ライトバン 1,500cc 〃 0.20 供用日損料 

〃 〃 台時 0.40 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 1.0 2.6ℓ×0.4h 

木杭、雑品等  式 1  

 

４ 簡易山腹横断測量 

直接人件費 

                            （標準作業量：１横断当たり） 

作業区分 

内

外

業

別 

編成（人） 所要日数（日） 

測量

主任

技師 

測量

技師 

測量

技師

補 

測量

助手 

測量

補助

員 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助員 

簡易山腹

横断測量 

外   1 1 1   0.1 0.1 0.1 

内   1 1    0.1 0.1  

合 計   0.2 0.2 0.1 

 

作業区分 

内

外

業

別 

延人員（人） 

測量 

主任 

技師 

測量 

技師 

測量 

技師 

補 

測量 

助手 

測量 

補助 

員 

 

 

計 

簡易山腹

横断測量 

外   0.1 0.1 0.1 0.3 

内   0.1 0.1  0.2 

合 計   0.2 0.2 0.1 0.5 

 

機械経費、通信運搬費等、材料費  

費 目 直接人件費に対する割合 備 考 

 機械経費 1.5%  

 通信運搬費等 －  

 材料費 5.0%  

（注）１．成果品は横断面図とし、縮尺は、1/100 を標準とする。 

    ２．簡易山腹横断測量は、精度管理費の対象としない。 

    ３．通信運搬費等及び材料費は、精度管理費の対象としない。 

４．本歩掛には、関係機関協議資料作成及び関係機関打合せ協議に係る作業時間も含む。 
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機械経費、通信運搬費等、材料費の構成 

機械経費の構成 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポケットコンパス  台日 0.1  

ライトバン 1,500cc 〃 0.1 供用日損料 

〃 〃 台時 0.2 運転時間損料 

雑機材  式 1  

通信運搬費等の構成 

項 目  

通信運搬費  

材料費の構成 

品 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ガソリン  ℓ 0.5 2.6ℓ×0.2h 

木杭、雑品等  式 1  

 

 

７－３－５ （略） 

 

７－４～７－10 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－３－４ （略） 

 

７－４～７－10 （略） 
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第８ 空中写真測量 

 
８－１～８－５ （略） 

 
８－６ 機械経費、通信運搬費等、材料費 

各費目の直接人件費に対する割合とする。 

作業 作業名 
機械経費

率 

通信運搬

費等率 
材料費率 

8-2-1-1 撮影 撮影（デジタル） 撮影計画 0.0% 0.0% 0.5% 

8-2-1-2 撮影 撮影（デジタル） 総運航    

8-2-1-3 撮影 撮影（デジタル） 撮影    

8-2-1-4 撮影 撮影（デジタル） 滞留 0.0% 1.5% 0.0% 

8-2-1-5 撮影 撮影（デジタル） GNSS/IMU 計算 0.5% 0.0% 0.0% 

8-2-1-6 撮影 撮影（デジタル） 数値写真作成 72.0% 0.0% 11.5% 

8-3-1 標定点及び同時調整 対空標識の設置（写真縮尺  

１／１０，０００～１２，５００） 
1.0% 0.5% 2.0% 

8-3-2 標定点測量及び同時調整 標定点測量 6.0% 0.0% 0.5% 

8-3-3 標定点測量及び同時調整 簡易水準測量 5.0% 0.5% 1.5% 

8-3-5 標定点測量及び同時調整 同時調整 31.0% 0.0% 0.0% 

8-4-1-1 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 作業計画 0.5% 0.0% 0.0% 

8-4-1-2 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 現地調査 3.0% 1.0% 2.0% 

8-4-1-3 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 数値図化 34.0% 0.0% 0.5% 

8-4-1-4 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 数値編集 11.5% 0.0% 0.5% 

8-4-1-5 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 補測編集 7.5% 0.5% 2.5% 

8-4-1-6 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 数値地形図 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの作成 
15.0% 0.0% 0.0% 

8-4-2-1 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 作業計画 0.0% 0.0% 0.0% 

8-4-2-2 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 現地調査 2.5% 0.5% 2.0% 

8-4-2-3 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 数値図化 47.5% 0.0% 0.5% 

8-4-2-4 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 数値編集 13.0% 0.0% 0.0% 

8-4-2-5 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 補測編集 8.0% 0.5% 1.5% 

8-4-2-6 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 数値地形図 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの作成 
22.0% 0.0% 0.0% 

 

第８ 空中写真測量 

 
８－１～８－５ （略） 

 
８－６ 機械経費、通信運搬費等、材料費 

各費目の直接人件費に対する割合とする。 

作業 作業名 
機械経費

率 

通信運搬

費等率 
材料費率 

8-2-1-1 撮影 撮影（デジタル） 撮影計画 0.0% 0.0% 0.5% 

8-2-1-2 撮影 撮影（デジタル） 総運航    

8-2-1-3 撮影 撮影（デジタル） 撮影    

8-2-1-4 撮影 撮影（デジタル） 滞留 0.0% 1.5% 0.0% 

8-2-1-5 撮影 撮影（デジタル） GNSS/IMU 計算 0.5% 0.0% 0.0% 

8-2-1-6 撮影 撮影（デジタル） 数値写真作成 75.0% 0.0% 12.5% 

8-3-1 標定点及び同時調整 対空標識の設置（写真縮尺  

１／１０，０００～１２，５００） 
1.0% 0.5% 2.0% 

8-3-2 標定点測量及び同時調整 標定点測量 5.0% 0.0% 0.5% 

8-3-3 標定点測量及び同時調整 簡易水準測量 4.5% 0.5% 1.5% 

8-3-5 標定点測量及び同時調整 同時調整 29.5% 0.0% 0.0% 

8-4-1-1 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 作業計画 0.5% 0.0% 0.0% 

8-4-1-2 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 現地調査 3.0% 1.0% 2.0% 

8-4-1-3 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 数値図化 32.5% 0.0% 0.5% 

8-4-1-4 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 数値編集 11.0% 0.0% 0.5% 

8-4-1-5 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 補測編集 7.0% 0.5% 2.5% 

8-4-1-6 数値図化 数値図化 レベル１，０００ 数値地形図 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの作成 
13.5% 0.0% 0.0% 

8-4-2-1 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 作業計画 0.0% 0.0% 0.0% 

8-4-2-2 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 現地調査 2.0% 0.5% 2.0% 

8-4-2-3 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 数値図化 45.0% 0.0% 0.5% 

8-4-2-4 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 数値編集 12.0% 0.0% 0.0% 

8-4-2-5 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 補測編集 7.5% 0.5% 1.5% 

8-4-2-6 数値図化 数値図化 レベル２，５００ 数値地形図 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの作成 
20.0% 0.0% 0.0% 
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第９ 航空レーザ測量 

 
９－１～９－３ （略） 

 

９－４ 機械経費、通信運搬費等、材料費 

 各費目の直接人件費に対する割合とする。 
 

作業 作業名 機械経費率 
通信運搬費

等率 
材料費率 

9-3-1 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

全体計画 
1.0% 0.0% 0.0% 

9-3-2 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

計測計画 
8.5% 0.0% 0.0% 

9-3-3 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

総運航 
   

9-3-4 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

計測 
   

9-3-5 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

滞留 
0.0% 1.5% 0.0% 

9-3-6 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

調整用基準点の設置 
22.5% 0.0% 1.0% 

9-3-7 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

三次元計測データ及びオリジナルデータ作成 
10.0% 0.0% 0.0% 

9-3-8 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

グラウンドデータ作成 
11.0% 0.0% 0.5% 

9-3-9 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

グリッド（標高）データ作成 
10.5% 0.0% 0.0% 

9-3-10 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

等高線データ作成 
10.0% 0.0% 0.0% 

9-3-11 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

数値地形図データファイルの作成 
9.5% 0.0% 2.5% 

 
 
第 10～第 12 （略） 

 

 

 

第９ 航空レーザ測量 

 
９－１～９－３ （略） 

 

９－４ 機械経費、通信運搬費等、材料費 

 各費目の直接人件費に対する割合とする。 
 

作業 作業名 機械経費率 
通信運搬費

等率 
材料費率 

9-3-1 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

全体計画 
1.0% 0.0% 0.0% 

9-3-2 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

計測計画 
7.5% 0.0% 0.0% 

9-3-3 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

総運航 
   

9-3-4 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

計測 
   

9-3-5 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

滞留 
0.0% 1.5% 0.0% 

9-3-6 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

調整用基準点の設置 
19.5% 0.0% 1.0% 

9-3-7 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

三次元計測データ及びオリジナルデータ作成 
9.5% 0.0% 0.0% 

9-3-8 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

グラウンドデータ作成 
10.0% 0.0% 0.5% 

9-3-9 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

グリッド（標高）データ作成 
10.0% 0.0% 0.0% 

9-3-10 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

等高線データ作成 
9.5% 0.0% 0.0% 

9-3-11 
航空レーザ測量 数値図化 レベル１，０００ 

数値地形図データファイルの作成 
9.0% 0.0% 2.5% 

 
 
第 10～第 12 （略） 
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第４部 設計業務 

 

第１章・第２章 （略） 

 

第３章 設計業務標準歩掛 

 
第１ （略） 

 

第２ 渓間工設計 

   （略） 

      

２－１ （略） 
 
２－２ 治山ダム設計Ｂ 

 本歩掛は、一般的な治山ダムの設計に適用する（２－１び２－３に示す標準歩掛を適用する場合を

除く）。 

 
２－２－１ 治山ダム（透水型・遮水型）実施設計 

 

１ 標準歩掛 
 本歩掛の適用範囲は、山脚固定等の機能を有する治山ダムの高さ 15ｍ未満の重力式コンクリー

ト治山ダム、鋼製枠治山ダム等の設計とする。 
 なお、１渓流（１件当たり）に複数基の治山ダムを設置する場合を含むものとする。 

（１基又は１件当たり） 

職種区分 単位 
主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計計画 基   0.2 0.6 0.8   

現地踏査 件   0.4 0.8 1.2 0.8  

基本事項検討 基   0.2 0.7 1.0 0.4 0.3 

施設設計 基    0.9 1.3 2.3 2.5 

数量計算 基     0.5 1.2 1.4 

照査 基   0.4 0.5 0.4 0.3  

設計説明書作成 件   0.3 0.7 1.3 1.5 1.5 

合計  0.00 0.00 1.5 4.2 6.5 6.5 5.7 

（注）１．本堤に副ダム等を設置する場合は、基数を 1.0 基から 1.5 基に割り増しする。副ダム等とは、

洗掘防止工（（副ダム、側壁、水叩き、垂直壁）、接続する 20ｍ以内の護岸・水路工である。 

２．１渓流に複数基の治山ダムを設置する場合は、設計条件等が等しい類似構造物について、状

況に応じて補正を行うことができる。２基又は３基の場合は、基数に上表の１基あたりの歩掛

に補正値 0.8 を乗じるものとする 

算出例１：本堤１基と副ダム等を設計する場合は、1.5 基とし、補正値を乗じない。 

算出例２：本堤２基と片方の本堤に副ダム等を設計する場合は、2.5 基とし、補正値を乗じる。 

３．４基以上の治山ダムを設計する場合については、別途計上する。 

 

２－２－２ （略） 

 

２－３・２－４ （略） 
 
第３～第５ （略） 

 
 

第４部 設計業務 

 

第１章・第２章 （略） 

 

第３章 設計業務標準歩掛 

 
第１ （略） 

 

第２ 渓間工設計 
   （略） 

      

２－１ （略） 
 
２－２ 治山ダム設計Ｂ 

 本歩掛は、一般的な治山ダムの設計に適用する（２－１び２－３に示す標準歩掛を適用する場合を

除く）。 

 
２－２－１ 治山ダム（透水型・遮水型）実施設計（参考歩掛） 

 

１ 標準歩掛 
 本歩掛の適用範囲は、山脚固定等の機能を有する治山ダムの高さ 15ｍ未満の重力式コンクリー

ト治山ダム、鋼製枠治山ダム等の設計とする。 
 なお、１渓流（１件当たり）に複数基の治山ダムを設置する場合を含むものとする。 

（１基又は１件当たり） 

職種区分 単位 
主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計計画 基   0.15 0.40 0.59   

現地踏査 件   0.43 0.86 1.29 0.86  

基本事項検討 基   0.19 0.56 0.77 0.31 0.22 

施設設計 基    0.82 1.25 2.12 2.31 

数量計算 基     0.45 1.15 1.36 

照査 基   0.32 0.40 0.32 0.21  

設計説明書作成 件   0.29 0.71 1.28 1.47 1.47 

合計  0.00 0.00 1.38 3.75 5.95 6.12 5.36 

（注）１．本堤に副ダム等を設置する場合は、基数を 1.0 基から 1.5 基に割り増しする。副ダム等とは、

洗掘防止工（（副ダム、側壁、水叩き、垂直壁）、接続する 20ｍ以内の護岸・水路工である。 

２．１渓流に複数基の治山ダムを設置する場合は、設計条件等が等しい類似構造物について、状

況に応じて補正を行うことができる。 

 

 

 

（新規） 

 

２－２－２ （略） 

 

２－３・２－４ （略） 
 
第３～第５ （略） 
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第６ 一般構造物設計 
 

６－１ 擁壁・補強土設計 

 

６－１－１ （略） 

 
６－１－２ 逆 T 式擁壁、重力式擁壁実施設計 

１ 標準歩掛 

（１） （略） 
 
（２）重力式擁壁 

本歩掛の適用範囲は、高さ２m 以上 10m 以下、１断面あたりの延長 500m 以下とする。 
なお、構造が異なり連続しない擁壁を複数設計する場合は、各箇所で計上する。 
 
（略） 

 
２・３ （略） 

 
６－１－３～６－１－５ （略） 

 

６－２～６－７ （略） 

第６ 一般構造物設計 

 

６－１ 擁壁・補強土設計 

 

６－１－１ （略） 

 
６－１－２ 逆 T 式擁壁、重力式擁壁実施設計 

１ 標準歩掛 

（１） （略） 
 
（２）重力式擁壁 

本歩掛の適用範囲は、高さ２m 以上 10m 以下、１断面あたりの延長 500m 以下とする。 
 
 
（略） 

 
２・３ （略） 

 
６－１－３～６－１－５ （略） 

 

６－２～６－７ （略） 
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